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人のうこき（紫観官基）

人　　口　　9．844人　（1－1）

男∴∴∴∴4．681　　（＋2）

女　　　　5，163　　（Al）

世帯数　　2．581声　（「5）

（）内は前月比

一月のこよみ
一
　
口
　
元
日
　
初
詣

日
　
初
荷
、
書
初
め

囲
∴
∴
日
　
常
庁
ご
用
始
め

巳
∴
∴
∴
日
　
ヒ
輩
粥

－
　
旬
　
消
防
出
初
式

十

一

日

　

鏡

開

き

I
－
白
　
日
　
成
人
の
〓

i
i
L
〓
　
国
旗
割
定
説
念
‖
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年
頭
の
ご
挨
拶

遠
賀
町
長
　
柴
　
田
　
貫
　
蔵

新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
町
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し

て
は
町
行
政
に
対
し
て
謡
々
ご
磁
力
を

い
た
だ
き
、
老
人
匪
嬢
の
無
料
化
を
は

じ
め
と
し
、
遠
賀
町
ほ
か
四
力
町
火
葬

場
建
級
専
業
、
遠
賀
庁
舎
防
音
改
築
工

部
、
町
道
山
手
線
ほ
か
町
内
道
路
の
整

備
再
発
、
国
県
道
バ
イ
パ
ス
お
よ
び
立

体
交
差
な
ど
の
改
良
事
業
、
ゴ
ル
フ
場

建
設
事
業
な
ど
着
実
に
製
薬
の
実
施
お

よ
び
進
捗
を
み
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

国
内
外
の
政
治
、
経
済
は
新
年
を
迎

え
新
し
く
胎
動
が
予
想
さ
れ
ま
す
と

き
、
地
方
自
治
行
政
に
お
い
て
も
住
民

福
祉
を
主
眼
に
そ
の
使
命
の
舐
大
陸
を

痛
感
い
た
す
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
昨
年
来
よ
り
検
討
を
す
す
め
て

ま
い
り
ま
し
た
町
総
合
計
画
の
基
本
計

画
に
も
と
づ
き
、
総
合
的
視
点
か
ら
、

本
町
の
方
的
づ
け
を
実
施
段
階
に
移

し
、
計
画
行
政
を
遂
行
い
た
す
所
存
で

あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
本
町
の
土
地
利
用
を
画
定
化

し
、
爆
薬
振
興
地
域
整
傭
計
画
お
よ
び

都
市
計
画
法
に
も
と
づ
く
幾
用
地
区
域

の
線
引
き
と
用
途
地
域
の
設
定
の
も
と

に
基
盤
整
側
、
産
薬
振
興
、
社
会
開
発

の
各
計
画
を
あ
る
程
度
思
い
切
っ
て
具

現
化
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
に
は
よ
り
一
層
の
こ
協
力

を
お
願
い
い
た
す
こ
と
と
存
じ
ま
す
が

何
卒
よ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
こ
鞭
鐙
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
新
年
の
接

拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

遠
賀
町
議
長
　
中
　
山
　
包
　
久

昭
和
四
十
八
年
の
前
審
を
迎
え
一
言

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
こ

ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
輝
か
し
い
初
審
を
迎
え
常
様

の
限
り
な
い
ご
繁
栄
を
お
祝
い
で
き
ま

す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
ご
同
暖
に
存
じ

ます。近
年
わ
が
国
の
経
済
の
進
展
は
、
め

ざ
ま
し
く
、
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
自
由

世
界
第
二
位
に
躍
進
す
る
な
ど
、
国
際

的
地
位
も
馨
し
く
前
ま
っ
て
ま
い
り
ま

した。個
人
生
活
の
面
に
お
き
ま
し
て
も
所

得
水
準
の
上
昇
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
都

市
化
や
情
報
化
の
進
展
、
生
活
澄
誠
の

変
化
な
ど
の
大
き
な
変
ほ
う
を
と
げ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
他
方
に
お
い

て
毎
日
の
坐
活
に
身
近
か
な
各
種
の
社

会
的
施
設
の
立
ち
遅
れ
や
、
公
害
、
交

通
部
故
、
物
価
前
な
ど
に
み
ら
れ
る
経

済
と
生
活
の
ひ
ず
み
が
拡
大
し
、
生
活

を
妨
げ
る
障
害
が
深
刻
化
し
て
ま
い
っ

て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
町
政
に
参
画
す
る
者
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立

ち
昨
年
筑
定
し
た
総
合
計
画
（
基
本
計
一

面
）
に
の
っ
と
り
諸
部
薬
を
積
極
的
に
一

推
進
し
、
ほ
ん
と
う
に
幸
せ
な
そ
し
て
…

盟
か
な
、
み
の
り
あ
る
都
市
づ
く
り
一

に
、
避
い
た
し
た
い
と
：
時
宗
だ
一

に
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
享
。
一

ど
う
か
皆
様
に
は
本
町
の
発
展
の
た
一

め
に
旧
年
に
増
し
て
、
ご
指
導
ご
鞭
姪
一

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
憲
二

…
印
鑑
登
録
と

証
明
に
つ
い
て
…

－
　
登
録
す
る
印
鑑

①
　
護
録
を
受
け
る
帥
鑑
は
、
氏
だ
け

で
な
く
名
も
入
れ
ま
し
ょ
う
。

④
　
で
き
あ
い
の
市
販
し
て
い
る
印
鑑

は
、
全
く
同
じ
も
の
が
あ
り
不
適
当

で
す
か
ら
発
録
で
き
ま
せ
ん
。

⑧
　
ふ
ち
の
な
い
即
鑑
、
き
掴
ま
滅
し

た
印
鑑
な
ど
も
駕
録
で
き
ま
せ
ん
。

④
　
現
在
、
で
き
あ
い
の
印
鑑
、
ふ
ち

の
欠
け
た
印
鑑
で
諸
鐙
し
て
い
る
人

は
至
急
改
印
し
て
く
だ
さ
い
。

2
　
登
録
（
改
印
）
の
手
続
き
お
よ
び

証
明
書
の
交
付
請
求

①
　
印
鑑
登
録
（
改
印
）
由
鞘
は
本
人

の
利
益
を
守
る
た
め
に
大
雄
は
こ
と

で
す
か
ら
病
気
な
ど
の
特
別
の
坪
山

の
な
い
限
り
本
人
が
役
粉
に
来
て
く

だ
さ
い
。

②
　
即
鑑
盗
錬
印
譜
は
役
助
の
所
定
の

用
紙
で
な
い
と
申
稲
で
き
ま
せ
ん
。

③
　
代
理
人
に
よ
る
場
合
は
手
続
き
が

面
倒
に
な
り
、
瀦
錬
申
請
と
同
時
に

は
原
則
と
し
て
即
鯨
証
明
部
の
発
行

が
で
き
ま
せ
ん
。

告
評
語
彊
雪
証
明
薄
を
代
政
人
に
請
求
さ
せ
る

と
き
は
、
日
野
の
委
任
状
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。

委
任
状
の
疎
さ
力
に
つ
い
て
は
、

見
本
を
差
し
あ
げ
ま
す
の
で
話
求
し

て
く
だ
さ
い
。
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新
有
権
者
感
想
文
募
集

1
日
　
的
　
新
有
権
者
が
今
年
の
栄

耀
院
識
員
総
選
挙
に
お
い
て
、
あ
る

い
は
「
成
人
の
日
」
を
迎
え
、
新
有

権
者
ま
た
は
社
会
人
と
し
て
、
と
く

に
み
ず
か
ら
経
験
し
、
考
え
た
り
感

じ
た
り
し
た
こ
と
を
要
約
し
て
、
こ

れ
を
発
表
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
、
新
有
権
者
、
新
成
人
と
し

て
の
政
治
意
識
の
向
上
と
選
挙
行
動

に
対
す
る
自
覚
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

2
主
　
催
　
自
治
省
、
財
団
法
人
公

明
選
挙
連
盟

3
後
　
獲
　
総
理
府
背
少
年
対
策
本

部
、
文
部
省
社
会
教
育
局

－
歯
　
質
　
日
本
新
聞
協
会
、
口
本

放
送
協
会
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
、

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
、
明
る

く
正
し
い
選
挙
推
進
全
国
協
議
会

5
内
容
と
課
題
　
最
近
の
選
挙
に
お

い
て
あ
る
い
は
「
成
人
の
日
」
を
迎

え
、
新
有
櫛
者
ま
た
は
社
会
人
と
し

て
地
方
自
治
や
国
政
へ
の
参
加
に
つ

い
て
、
自
分
自
身
で
経
験
し
、
も
し

く
は
考
え
た
り
、
感
じ
た
り
し
た
こ

と。

頼
題
は
そ
の
内
容
に
そ
れ
ぞ
れ
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

一
日
か
ら
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
も

の。
8
締
切
期
日
　
昭
和
四
十
八
年
一
月

三
十
一
日
（
当
日
づ
げ
の
消
印
あ
る

も
の
は
受
け
つ
け
ろ
こ
と
。
）

9
提
出
先
　
福
岡
市
中
央
区
天
神
一

丁
日
一
番
一
号
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会

応
募
者
の
居
住
す
る
都
道
府
県
、

指
定
都
市
選
挙
管
理
委
貴
会
と
す

る。
1
0
人
選
決
定
　
三
月
二
十
五
日
頃

（
都
造
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
通

じ
て
本
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
。
）

1
1
費
　
入
賞
に
は
自
治
大
臣
、
佳
作

に
は
連
盟
理
諒
長
の
鎖
状
を
授
与
し

あ
わ
せ
て
左
記
の
副
賞
を
贈
る
。

で
き
ろ
こ
と
。

㈲
こ
の
感
想
募
集
が
行
な
わ
れ
る
こ

と
を
知
っ
た
媒
体
名
（
新
聞
紙

名
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
局
、
都
道

府
県
の
広
報
紙
名
な
ど
）
を
記
入

す
る
こ
と
。

遠
賀
川

新
　
町

旧
　
停

広
∴
渡

松
之
本

一
〇
、
三
二
九
円

八
、
四
一
七
円

三
、
九
四
〇
門

四
、
六
〇
九
円

六
三
〇
円

遁
∴
笛

出
生
津
東
町

忠
生
津
西
町

合
　
計

－
（
広
渡
に
含
む
）

四
、
七
四
〇
円

一
、
二
八
五
円

八
〇
、
〇
三
一
円

歳
末
助
け
合
い

募
金
の
お
礼

ー
保
健
メ
モ
ー

米
食
は
血
圧
を
上
げ
る
9

最
優
秀
（
一
箱
）
三
万
円

入
　
組
　
　
　
一
万
円

（
一
第
に
つ
き
）

佳
　
作
　
　
　
　
澄
念
品

図
蕾
券

牧
　
数
　
千
六
百
字
以
内
（
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
四
枚
以
内
）

応
募
資
格
　
昭
和
二
十
七
年
一
月

1
2
応
真
上
の
注
意

㈹
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
（
と
も
に

フ
リ
ガ
ナ
を
つ
け
ろ
こ
と
）

挫
別
、
生
年
月
日
お
よ
び
職
業
を

原
稿
の
末
尾
に
明
語
す
る
こ
と
。

（
字
数
の
制
限
外
）

の
応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い
こ
と
。

㈲
入
選
作
品
は
明
る
く
正
し
い
選
挙

推
進
運
動
の
た
め
に
自
由
に
使
用

四
十
七
年
歳
末
募
金
に
つ
き
ま
し
て

は
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
援
助
に
よ
り
、

多
額
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

を
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
募
金
は
老
人
ホ
ー
ム
静
光
園

を
は
じ
め
郡
内
の
護
謹
施
設
お
よ
び
心

身
階
菩
児
の
方
々
へ
配
分
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
こ
了
承
願
い
ま
す
。

記

歳
末
助
け
合
い
募
金
額

島
∴
洋
　
　
　
一
、
五
八
七
円

若
　
松
　
　
　
　
二
、
七
六
〇
円

鬼
　
灘
　
　
　
　
三
、
二
三
三
円

尾
　
崎
　
　
　
　
五
、
七
七
八
円

刊代捕）

今
古
賀

上
別
府

若
薬
台

虫
生
洋

裁
　
木

木
　
守

巻
　
貝

五
、
四
四
五
円

三
、
九
八
〇
円

四
、
三
七
七
円

三
〇
〇
円

六
、
〇
五
〇
円

五
、
一
九
〇
円

五
、
六
〇
一
円

二
　
七
八
〇
円

む
か
し
か
ら
米
の
多
作
地
力
に
は

高
血
圧
の
人
が
多
く
、
し
た
が
っ
て

脳
卒
中
で
倒
れ
ろ
人
も
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
パ
ン
食
が
ふ
え
だ
と
は
い

え
、
米
は
依
然
と
し
て
日
本
人
の
主

食
の
趣
を
し
め
て
い
ま
す
か
ら
、
米

食
が
高
血
圧
に
関
係
あ
る
と
す
れ
は

ゆ
ゆ
し
き
問
題
で
す
。

事
実
、
肉
類
を
多
く
と
る
欧
米
人

に
は
相
対
的
に
高
血
圧
が
少
な
く
、

死
因
の
ト
ッ
プ
は
心
臓
病
に
な
っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
は
米
食

慰
法
と
い
っ
て
、
米
食
に
よ
っ
て
血

圧
を
下
げ
よ
う
と
す
る
療
法
が
あ
り

ま
す
。
米
そ
の
も
の
は
、
本
来
高
血

圧
と
は
無
関
係
な
の
で
す
。
で
は
、

な
ぜ
米
の
多
作
地
方
に
高
血
圧
が
多

い
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
地
方
で
は
米
を
大
出
に

食
べ
ま
す
。
米
そ
の
も
の
に
塩
味
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
副
食
に
は
と
り

あ
わ
せ
の
よ
い
塩
気
た
っ
ぷ
り
の
も

の
を
食
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
食
塩
の
と
り
す
ぎ
が
高
血
圧
の
元

凶
で
す
。
健
康
な
人
で
も
、
一
日
三
〇

グ
ラ
ム
の
食
塩
を
と
れ
ば
血
圧
が
す

こ
し
上
が
り
ま
す
が
、
南
血
臆
の
人

は
、
は
っ
き
り
上
が
る
こ
と
か
み
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
米
の
食
べ

す
ぎ
は
体
内
に
中
性
脂
肪
を
ふ
や
す

の
で
動
脈
硬
化
を
促
進
し
、
こ
れ
も

血
圧
を
あ
げ
る
因
子
に
な
り
ま
す
。

パ
ン
食
が
い
い
と
い
わ
れ
る
の
も
、

じ
っ
は
こ
の
こ
と
の
裏
返
し
で
す
。

パ
ン
自
体
に
塩
味
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
あ
ま
り
塩
分
の
あ
る
副
食
は
あ

わ
な
く
な
り
、
知
ら
ず
し
て
食
塩
の

過
盈
摂
取
が
防
が
れ
て
い
る
た
め
で

す。
高
血
圧
の
原
因
と
な
る
も
の
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
生
活
環
魂
や
遺
伝
、

体
質
面
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
米
食
偏
重
は

改
め
る
べ
き
で
す
。
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毎月1日は交通安全の日第3日曜日は家庭の日

町
県
民
税
　
第
四
期
分

納
期
限
　
一
月
一
一
十
五
日
ま
で

国
民
健
康
保
険
税
　
第
四
期
分

昭
和
四
十
八
年
度

果
樹
農
業
機
械
化

研
修
生
の
募
集

納

期

限

乳

　

児

　

相

　

談

一
月
三
十
一
日
ま
で

齢
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
。

年
後
一
時
～
四
時

場
所
　
町
公
民
館
広
間

一
月
の
乳
児
相
談
は
次
の
と
お
り
変

更
し
ま
す
。

日
∴
晴
　
一
月
二
十
二
日

十
時
～
十
一
時

場
　
所
　
役
場
保
健
室

※
桂
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

i
　
心
配
ご
と
相
談
の

お
知
ら
せ
　
同

一．
”
″
●
〝
．
″
〝
，
″
i
″
●
i
〝
．
，
，
，
，
i
〝
．
－
＝
な
●
，
″
－
－
－
●
●
，
，
，
”
．
”
”
”
．
〝
．
．
．
．
〟
．
〝
．
】

近
年
社
会
の
変
容
は
激
し
さ
を
加
え

そ
の
な
か
で
深
刻
な
悩
み
や
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
日
篤
生
活
に
増
加
し
て
い

る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
諸
問

題
の
早
期
解
決
の
た
め
心
配
ご
と
相
談

所
を
開
所
い
た
し
、
皆
様
方
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
ご
自
由
に
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
月
は
左
記
に
よ
り
開
き
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

記

日
時
一
月
二
十
三
日
（
火
）

成
人
式
の

記
念
品
に
つ
い
て

一
月
十
五
日
成
人
式
記
念
品
は
、
出

席
者
に
つ
い
て
は
当
日
お
渡
し
し
ま
す

が
、
欠
席
者
に
つ
い
て
は
、
盤
理
の
都

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
月
末
日
ま
で

に
教
育
委
員
会
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

1
応
募
資
格
者

高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
、
こ
れ
と
向

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
二
十
五
才
未
瀞
の
男
子
で
研
修

修
了
後
、
果
樹
農
業
に
従
が
す
る
見

込
み
が
確
実
な
も
の
。

2
提
出
啓
類

o
最
終
学
歴
の
学
校
長
の
内
印
畜

o
戸
籍
抄
本

。
縫
康
診
断
書

（
国
公
立
稿
院
ま
た
は
保
挫
所
の

発
行
に
よ
る
も
の
。
）

。
自
作
論
文

題
材
‥
わ
が
家
の
経
営
‥
（
関
白

手
話
原
稲
用
紙
三
枚
以
内
）

以
上
の
も
の
を
受
請
願
番
正
副
三
部

に
添
付
の
う
え
昭
和
四
1
八
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
に
県
庁
鰻
繕
園
芸
課

宛
送
付
。

頗
沓
お
よ
び
詳
し
く
は
役
場
座
業
瀕

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

卓
球
の
指
導
者

募
集
に
つ
い
て

町
公
民
館
に
お
き
ま
し
て
は
、
各
種

教
室
を
開
催
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

小
、
中
学
生
を
対
象
に
卓
球
教
室
開
催

の
希
望
が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
指
導
し
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て
お

り
ま
す
。
ど
う
か
教
育
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す。
教
室
の
開
催
日
は
毎
週
日
曜
日
の
予

定
で
す
。

昭
和
四
十
八
年
度

福
岡
県
高
等
営
農

技
術
研
修
生
の
募
集

の
自
営
を
め
ざ
す
者
。

2
修
業
年
限
一
力
弾

3
専
門
研
修
科
目

。
普
通
科
目

。
工
芸
作
物
。
囲
芸
。
畜
産

o
餐
鶏
。
蚕
業

4
出
願
方
法

ィ
、
提
出
密
猟

用
人
所
試
験
申
込
譜
　
一
部

の
調
査
書
（
出
身
学
校
長
が
判
別

し
た
も
の
）
　
一
部

㈲
健
康
診
断
暫
（
保
健
所
ま
た
は

公
立
病
院
の
も
の
）
　
一
部

の
農
業
経
営
規
模
調
書
一
部

㈲
農
薬
改
良
普
及
所
長
の
推
聴
番

一
都

口
、
郵
便
に
よ
っ
て
詐
類
を
提
出
す

る
場
合
は
必
ず
書
留
郵
便
に
す
る

こ
と
。

5
受
付
期
間
お
よ
び
場
所

旧
和
四
十
八
年
一
月
二
十
四
日

（
水
）
か
ら
二
月
十
二
日
（
月
）
ま

で
。
（
平
日
は
八
時
一
一
－
十
分
か
ら
十

七
時
ま
で
。
土
曜
日
は
十
二
時
三
十

分
ま
で
。
）
と
す
る
。

福
岡
県
立
農
薬
舐
習
所

筑
紫
野
市
上
古
費
二
三
二

（
T
E
L
二
日
吊
②
－
二
九
三
〇
）

受
験
手
続
き
そ
の
他
詳
し
く
は
役
場

産
業
課
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
成
績

1
入
所
資
格

用
高
等
学
校
の
塞
業
者
（
見
込
み
の

者
を
含
む
）
ま
た
は
こ
れ
ら
の
者

と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者
。

㈲
脚
和
二
十
三
年
四
月
一
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
福
岡
県
肉
に
住
所

を
有
す
る
者

㈲
農
薬
の
自
営
者
ま
た
は
将
来
機
業

十
二
月
十
七
日
（
日
）
町
民
の
体
力

つ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
町
民
皆
マ
ラ

ソ
ン
を
目
標
に
し
て
、
最
年
少
は
小
学

生
一
軍
か
ら
、
根
雨
は
五
十
三
才
ま
で

六
十
人
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
町
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
成
鎖
は
次
の
と
お
り

です。
1
小
学
生
の
部
（
2
キ
ロ
）

①
山
田
政
美
（
遵
賀
川
）
1
分
4
5
秒

⑪
上
山
馳
彦
（
虫
任
津
）
⑪
浜
田
着

払
（
松
之
本
）
　
④
仲
野
苑
司
（
浅

木
）
⑤
仰
山
英
樹
（
虫
生
津
）
⑥
西

岡
菩
数
（
澄
楽
台
）

2
中
学
生
の
都
（
4
キ
ロ
）

①
占
間
道
宏
（
喰
波
）
1
5
分
2
2
秒
⑪

師
聞
共
立
（
今
占
質
）
⑧
原
田
溝
生

（客員）

3
約
校
の
部
（
6
キ
ロ
）

①
繊
次
児
（
血
生
津
）
お
分
0
0
秒

4
大
学
の
部
（
6
キ
ロ
）

①
松
井
徴
（
尾
崎
）
2
4
分
的
秒
②
木

原
彰
（
別
府
）

5
昔
年
の
部
（
6
キ
ロ
）

⑪
石
矯
健
次
（
虫
生
津
）
2
0
分
4
4
秒

③
矢
野
幸
男
（
I
島
津
）
⑪
安
永
尚
徳

（木守）

6
壮
年
の
部
㈹
約
才
－
2
9
才
（
1
キ
ロ
）

⑪
岡
杢
康
之
（
別
府
）
1
5
分
5
3
秒

7
壮
年
の
部
㈲
3
0
才
～
3
9
才
（
1
キ
ロ
）

①
柴
田
噛
生
（
速
費
用
）
1
7
分
3
6
秒

⑤
森
田
誠
之
助
（
迷
賀
川
）

8
壮
年
の
部
㈹
5
0
才
以
上
（
2
キ
ロ
）

①
松
尾
敏
維
（
鬼
津
）
9
分
Ⅱ
秒
②

神
谷
広
美
（
遠
賀
川
）

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
毎
年
こ
の
時

期
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で
も

家
族
そ
ろ
っ
て
、
早
朝
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

工
夫
を
こ
ら
し
て
毎
日
少
し
で
も
、
走

る
よ
う
心
か
け
て
く
だ
さ
い
。

来
年
度
の
大
会
に
は
多
数
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
蛾
い
し
ま
す
。

香
典
返
し
お
礼

次
の
万
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

浩

一
、
金
　
毒
針

故
　
大
場
ク
マ
ノ
様

嵐
津
　
大
場
　
　
保
殿

故
　
原
田
　
何
校
機

密
良
∴
原
田
　
浦
和
殿


